
国文学科　2019年度カリキュラム　卒業必要単位：124

1年次前期 DP（1～5） 科目№ 1年次後期 DP（1～5） 科目№ 2年次前期 DP（1～5） 科目№ 2年次後期 DP（1～5） 科目№ 3年次前期 DP（1～5） 科目№ 3年次後期 DP（1～5） 科目№ 4年次前期 DP（1～5） 科目№ 4年次後期 DP（1～5） 科目№
専門教育科目：78単位

■必修：40 ●有職故実（4） ５ 2213189700

◆選択必修：28 ●日本史概説（4） ５ 2521160710

●選択:10 ●日本文化史（4） ５ 2511165610

●書道概論（4） ５ 2411098800

●比較文学（4） ５ 2253169300

●日本民俗学（4） ５ 2713166400

●美術史概説（4） ５ 2423170600

●編集実務（4） ５ 2213178300

●児童文学（4） ５ 2253106600

●民間信仰論（4） ５ 2713186600

●東洋思想史（4） ５ 2143151800

●西洋思想史（4） ５ 2143122000

●演劇概論（4） ５ 2433016000

●書道史（4） ５ 2413098900

●書道実習Ⅰ（4） ５ 2413099300 ●書道実習Ⅰ・Ⅱ（4） ５ 2413099500

2科目選択必修(8)

◆国語学特講Ⅰ（4） ５ 2323066800 ◆国文学特講Ⅵ（休講） ５ 2213070900

◆国語学特講Ⅱ（4） ５ 2323066900 ◆国文学特講Ⅶ（4） ５ 2213071200

◆国文学特講Ⅰ（4） ５ 2213070600 ◆国文学特講Ⅷ（4） ５ 2213071300

◆国文学特講Ⅱ（4） ５ 2213070700 ◆国文学特講Ⅸ（4） ５ 2213071400

◆国文学特講Ⅲ（4） ５ 2213070800 ◆国文学特講Ⅹ（4） ５ 2433071500

◆国文学特講Ⅳ（4） ５ 2213070900 ◆国文学特講Ⅺ（4） ５ 2213071600

◆国文学特講Ⅴ（4） ５ 2433071000 ◆漢文学特講Ⅰ（4） ５ 2213023860

◆漢文学特講Ⅱ　休講 2213023870

2科目選択必修　(8)

　◆国語学研究Ⅰ（4） ５ 2321066500 ◆近代文学研究Ⅱ（4） ５ 2211046300

　◆国語学研究Ⅱ（4） ５ 2321066600 ◆漢文学研究Ⅰ（4） ５ 2211023840

　◆上代文学研究Ⅰ（4） ５ 2211108500 ◆漢文学研究Ⅱ休講 ５ 2211023850

　◆中古文学研究Ⅰ（4） ５ 2213138300 ◆上代文学研究Ⅱ休講 ５ 2211108600

　◆中世文学研究Ⅰ（4） ５ 2211143000 ◆中古文学研究Ⅱ休講 ５ 2213138300

　◆近世文学研究Ⅰ（4） ５ 2213046300 ◆中世文学研究Ⅱ休講 ５ 2211143100

　◆近代文学研究Ⅰ（4） ５ 2211047300 ◆近世文学研究Ⅱ休講 ５ 2211047400

1科目選択必修(4)

  ◆国語学史（4） ５ 2321066700

  ◆国語史（4） ５ 2321067300

1科目選択必修(4)

　◆国文学史ⅡA（近現代）（4） ５ 2211070410

　◆国文学史ⅡB（近現代）（4） ５ 2211070420

1科目選択必修(4)

　◆国文学史ⅠA（古典）（4） ５ 2211070210

　◆国文学史ⅠB（古典）（4） ５ 2211070220

　■国語国文学演習Ⅱ(4) ３・４・５ 2013067100 ■国語国文学演習Ⅲ(4) ３・４・５ 2013067200

　■国語国文学演習Ⅰ(4) ３・４・５ 2011067000 ■卒業論文(8) ４・５ 2023131600

■日本語文法入門(4) ５ 2321160201 ●専門導入セミナー（２） ５ 2011069750

■基礎国語学(4) ５ 2321040700

■基礎漢文学(4) ５ 2211023830

■基礎国文学Ⅰ(4) ５ 2211040900

■基礎国文学Ⅱ(4) ５ 2211041000

保健体育科目 健康・スポーツ実習(2) ２

英語ⅠAa 4 英語ⅠAb 4 英語ⅡAa 4 英語ⅡAb 4

ドイツ語・フランス語・中国語・スペイ
ン語・ロシア語ⅠAa

２・４
ドイツ語・フランス語・中国語・スペイ
ン語・ロシア語ⅠAb

２・４
ドイツ語・フランス語・中国語・スペイ
ン語・ロシア語ⅡAa

２・４
ドイツ語・フランス語・中国語・スペイ
ン語・ロシア語ⅡAb

２・４

ⅠAaのいずれか1科目(1) ⅠAｂのいずれか1科目(1) ⅡAaのいずれか1科目(1) ⅡAbのいずれか1科目(1)

新入生セミナー(2) ２・４

人文分野(2) ２ 人文分野(2) ２ 人文分野(2) ２

法学憲法(4) ２ 社会分野(4) ２

コンピューター基礎(2) ２ 自然分野(2) ２ 自然分野(2) ２

キャリアを考えるⅠ(2) ３ キャリアを考えるⅡ(2) ３

宗教教育(4) 1

教育研究上の目的ならびに学位授与の方針

 国文学科は、教育の理念に基づいて定められた下記の１～５の能力を身につけ、所定の期間在学し、所定の単位を修めた学生に対して「学士（国文学）」の
学位を授与する。
(DP1)建学の理念を実践する力〔理解、関心、意欲、態度、主体性〕
仏教の教えと禅の精神に対する理解を深め、それらの教養と文学・文化との関わりを多角的に分析することができる。
(DP2)幅広い教養、多様性の理解と尊重〔知識、理解、関心、意欲、態度、多様性、主体性、協働性〕
人文・社会・自然に対する豊かな教養を修得し、日本の文学・文化の考察とも接続させる広い視野を持っている。また、外国の文学・文化と比較、さらに人種・
性差等の多様なあり様を捉える視点を組み合わせて、異質さを受け入れる柔軟さと寛容さを身につけている。
(DP3)情報分析力と問題解決力〔技能、思考力、表現力、判断力、協働性、主体性〕
作品や文献資料の調査と読解分析を反復練習することを通じて、膨大な情報の整理と分析の方法を学び、その能力を鍛える。データの処理等を含めたICT
（情報通信技術）の技能を磨き、十分なリテラシー能力を身につけている。
(DP4) コミュニケーション能力〔表現力、技能、多様性、協働性、思考力、主体性〕
「国語国文学演習」等の実践的な授業を通して、自らが発見した問題とその解決のプロセスを明確に伝えることができる。他者と討論することによって、より知
見を広げ研究を深めることができる。これらを通して、プレゼンテーションの技術を向上させ、研究に取り組む自主性・積極性を身につけている。
(DP5) 専門分野の知識・技能の活用力〔知識、理解、思考力、表現力、技能、主体性、協働性、多様性〕
国語学においては、古今の日本語の特質を実証的に解明することによって、広く日本の言語文化を体系的に把握する。国文学においては、上代から現代に
至る古今の文学の的確な読解を通して、広く日本の知性と感性のありようを理解する。漢文学においては、漢文文献の読解を通して、様々な思想とその多様
な表現のありようを学ぶ。〈ことば〉をめぐって、文化や思想を学ぶことは、自己を再発見していくことにつながる。

教育課程の編成方針

国文学科は、国文学を学ぶ上で必須の知識である仏教への理解を深め、また人文・社会・自然にわたる幅広い教養分野を修得し、複雑な現代社会に柔軟に対応できる総合的・基礎的な力を備えさせる。その
上で、文学を成り立たせている日本語そのものの研究を行う国語学、上代から現代までの日本文学を研究する国文学、様々な思想とその多様な表現方法を学ぶ漢文学を三つの柱として、古来日本人が育ん
できた研ぎ澄まされた感性を身に付け、人間への深い洞察力や、論理的な思考力を有する人材を養成することを目的とする。
教育内容、教育方法、評価については下記に定める内容に従う。
1．教育内容
1）専門基礎教育として、１年次に必修科目を置く。高校で修得した国語力を確認し、大学での専門教育への橋渡しとする「日本語文法入門」、2年次以降の専門教育への導入として、国語学・国文学・漢文学の
基礎的な知識、研究方法、問題の発掘の仕方などを学ぶ「基礎国語学」、「基礎国文学Ⅰ・Ⅱ」、「基礎漢文学」を開講する。
2）より専門性の高い講義科目「国語史」、「国語学史」、「国文学史Ⅰ・Ⅱ」（選択必修として各4単位、計12単位）を通して、幅広い見通しを持てるようにする「○○研究」（選択必修として各4単位、計8単位）、「○
○特講」（選択科目として各4単位）により、各領域・各時代の特殊な内容を学び、自らの専門分野の知識と問題意識をさらに高める。
3）２～４年次にかけて、少人数クラスによる演習科目（ゼミ）を組み合わせることで、専門発展教育を行なう。問題提起、分析と読解、討論、論述を実践的にこなすことにより、自立的で自主的な学習態度を徹底
させ、自らの見解を論理的に構築できるよう育成を目指す。
4）３年次までの学修をもとにし、より限定された専門分野を深く考究し、卒業論文として成果をまとめる。専門的な調査・研究・資料作成・発表の成果を形にする。
2．教育方法
1）高校での学習と専門的な大学での研究に必要な知識や方法の習得が可能になるように基礎力の確認を丁寧に行う。
2）得意分野に限定せずに、多様な価値観や複雑な時代・文化状況を視野に収め、多角的に文献や資料を読み解くことができるように授業を展開する。
3）事前に演習の履修説明会を行い、ゼミの内容を知らせることにより、ミスマッチを出来る限りなくす。少人数制の授業により、他者と協働する力やコミュニケーション能力を鍛えるのに適した授業を行う。また、
アクティブ・ラーニングを取り入れた授業とする。
4）演習科目（ゼミ）履修生全体に対する指導とともに、学生の個別の指導によりきめ細かな指導を行う。個別指導を通して、担当教員と学生との密接なコミュニケーションを促し、学んだ知識の理解を深めるよう
にする。
3．評価
国文学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）の3つのポリシーに基づき、学生の入
学時から卒業後までの成長を視野に入れ、学修成果の評価・測定を行う。

広域選択２２単位

16～18科目　36～44単位19～21科目　48単位

履修制限単位数 48単位 48単位 48単位 48単位

仏教と人間(4)

履修モデル単位数

全学共通科目：24単位

外国語教育(8)

教養教育
(人文・社会・自然・
ライフデザイン)(12)

入学者受け入れ方針
国文学科に入学して何を学びたいかが明確であることはもとより、読書を好み、文献資料に関心を持ち、分析や読解に積極的に取り組める学生を求めている。入学後に、少人数制の「国語国文学演習（ゼミ）」が必修科目であるため、他
者と協働して研究や議論が出来ることは必須と考えている。「卒業論文」を必修としているので、長大な論文を作成することに意欲的に立ち向かえる学生を求めている。駒澤大学の建学の理念を理解した上で、日本の文学・文化に強い関
心と学修の意欲がある学生を求める。なお、多様な人材の発掘を目的として多面的な視点から多様な入学者選抜を行う。
1．国文学科が求める学生像
（AP1）高校までの履修課程において修得した知識を基礎として発展的に展開される。それゆえ、高校で学んだ現代文・古典の諸分野における基礎的な学力を身に付けていることが、大学での学習に必要不可欠である。［知識、理解、技
能］
（AP2）仏教と禅の精神を建学の精神とする本学に対して理解を示し、多様な知的好奇心を抱き、柔軟な視点・発想を有して自らの関心を掘り下げようとする者、日本の文学作品や文化に関心を抱いて日頃から読書に慣れ親しみ、言葉や
人間に対する理解を深めようとする者の、自発性・積極性が、入学後の専門的な学習に引き継がれることを期待している。特に国語学・国文学・漢文学に強い関心を持ち、それを支える幅広い知識・読書経験などを有する学生を求めてい
る。［意欲、関心、態度］
（AP3）入学後に討議などが支障なくできるよう、他の人との関わり合いの中でコミュニケーション能力を身につけている。広く社会に目を向け、幅広い知識を養おうとする態度を身につけ、社会や学問に対する強い好奇心を身につけてい
る。［思考力、判断力、表現力、協働性］
（AP4）日本の文学・文化を深く学ぶとともに、外国の文化・社会との相違を尊重し、異文化交流に一定の理解がある。［多様性、行動力］

5～8科目　24～36単位

各科目区分の卒業必要単位数を超えて修得した単位

4～7科目　24～32単位

科目分野

専門応用科目(8)

専門発展科目(28)

専門演習・卒業論文
(20)

専門基礎(22)


